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東日本旅客鉄道株式会社 

株 式 会 社 FARM1739 

歴史ある黒田原駅を未来へつなぐ 
―― JR 東日本と「たぬき社」、人々が行き交う新たな拠点へ。土地建物売買の合意書を締結―― 

―― JR 東日本と「たぬき社」、人が行き交う新拠点へ。土地建物売買の合意書を締結 

 

 

 

 

１ 合意書締結の目的 

グループ経営ビジョン「勇翔 2034」を掲げ、駅を拠点に地域と協働してまちづくりを推進する JR 東日本と、「米を作
るな、未来を創れ。」を掲げ、那須で育てたお米から生まれるスイーツに年間約 2 万人が訪れる、里の恵みを発信する
ブランド「たぬき社」を展開する株式会社 FARM1739 は、那須町と共に長い時間を過ごしてきた歴史ある黒田原駅
を未来へつなげるべく、現駅舎の土地建物を JR 東日本から株式会社 FARM1739 が取得して活用に向けた取り組
みを進めることとし、2026 年 6 月 30 日に合意書を締結しました。 

※締結時の JR 東日本の契約者は大宮支社であり、栃木事業本部はこれを承継します。 

２ 主な合意事項 

（１）株式会社 FARM1739 は、現存の黒田原駅舎の土地建物を JR 東日本から買い受けること 

（２）JR 東日本と株式会社 FARM1739 は、現駅舎の土地建物の売買を円滑に進めるべく相互に協力すること 

（３）JR 東日本と株式会社 FARM1739 は、土地建物売買のために必要な手続き（測量や分筆など）が完了 

した後に別途土地建物売買契約を締結すること 
 

３ 「たぬき社」の新たな拠点の概要（予定） 

（１）所在地 栃木県那須郡那須町大字寺子丙 2 番地  

（２）内容 那須産のお米を使った米粉スイーツ・カフェ ― 旧駅舎を活かした「たぬき社」の新業態 

■旧駅業務室スペースを改装し、那須地域で栽培された米粉を用いたスイーツを製造・販売 

■旧待合室スペースを改装してカフェとし、地域の日常に溶け込む場を提供 

 

 

〇東日本旅客鉄道株式会社（以下、JR 東日本）栃木事業本部（栃木県宇都宮市、事業本部長：北
野谷 伸一）は、那須町で「たぬき社」ブランドを展開する株式会社 FARM1739（栃木県那須郡那須
町、代表取締役：井上 真梨子）とともに、東北本線黒田原駅舎の活用検討を進めます。 

〇2026 年 6 月 30 日、JR 東日本大宮支社（当時）と株式会社 FARM1739 は、歴史ある黒田原駅
舎の土地建物売買に向けた合意書を締結しました。 

〇地域の活性化と、沿線の魅力向上をはかるべく、両社は連携して駅舎活用に向けた工事などを行い、
2027 年度中の活用開始を目指します。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考イメージ 

４ 駅舎活用に向けた工事 

現駅舎内外の鉄道施設撤去および活用に向けた改修並びに、新たな駅機能整備等の工事を進め、2027 年度中の
活用開始を目指します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒田原駅 現駅舎外観 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現待合室 （カフェスペース予定箇所） 
 

※今後都合により変更となる可能性があります。 
※画像・イラストはイメージです。 
※掲載の内容は 2026 年 8 月現在の情報です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【参考】 「たぬき社」について 

栃木県那須町で 150 年続く農家の 7 代目。株式会社 FARM1739（農地所有適格法人）が運営するブランド直営
店。「米を作るな、未来を創れ」を掲げ、「里を未来へつなぐ」を理念に、米粉バームクーヘン「たぬクーヘン」と、ジェラート「たぬ
ジェラ」を主軸に、2024 年 12 月に開業。初年度約 2 万人が来店。人と自然が織りなす「里の空気」を未来へつなぐため
に、お米づくりを起点として、様々な商品を企画・販売しています。 
 
主な受賞歴 
・令和 7 年度 「栃木県認定農業者表彰」 最優秀・知事賞受賞 
・令和 7 年度 「バームクーヘン博覧会 ファイナルクーヘン総選挙・東京頂上決戦」 全国３位  他多数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

店舗風景                     農作業風景（田植え）          たぬクーヘン（米粉バームクーヘン） 
 
 
【代表コメント】 たぬき社／株式会社 FARM1739 共同代表 井上真梨子・敬二朗 

黒田原駅舎は、那須町と共に長い時間を過ごしてきた歴史的な資産であり、地域の誇りです。                
この場所を未来へつなぎ、人々が行き交う拠点として活かしていくために、「たぬき社」として活用に               
取り組みます。 
150 年続く農家の 7 代目として、この駅舎が地域の皆さまにとって、これからも愛される場所で 
あり続けられるよう、そして、JR 東日本の沿線全体の魅力・価値向上の一助となれるよう、 
地域とともに、育てていきたいと願っています。 
私たちが目指すのは、里に受け継がれてきた農村の営みと、それを支える人・土地・文化を、未来の子どもたちへつなぐことで
す。人と人、都市と田舎、過去と未来を結ぶ 『架け橋』 として、駅という地域の玄関口を舞台に、那須の物語を、訪れるす
べての人に届けてまいります。 
 


